
常葉大学保育学部 赤塚めぐみ



静岡県幼児教育センター
マスコットキャラクター

【わっ！ぴょん】

 幼稚園・保育所・こども園・小学校が
連携して作り出す「和」と「輪」

 就学前から学校にかけての段差を
「ぴょん」と飛び越える。



Well-Beingをめざして



1. 人間の潜在能力、尊厳、自己の価値についての意
識を十分に発達させること

2. 心身の能力をその可能な最大限度まで発達させる
こと

3. 自由な社会に効果的に参加できるようにすること



架け橋期を

みつめる
ー架け橋期の現状と課題ー



【幼児教育】

遊びや生活を通して
総合的に学ぶ教育課程

【小学校教育】

各教科等の学習内容を
系統的に学ぶ教育課程

•育てたい資質・能力は、３つの柱として共通して
いるが、教育課程や学び方（教育方法）が異なる。

•何をどうすれば「連続的で円滑な接続」になるの
か、幼児教育施設と小学校の間で分かりにくい



 知っている場所・人・活動が増えることで
安心が得られる。

 教師が日課や教育方法の違いを理解できる。

 育てたい資質・能力をどのように接続する
かを考える機会が得られる。

 児童が小学校のカリキュラムや日課に慣れ
つつ、学ぶことができる。

体験を通した学習と並行して、「聞く・話す」や「読む・書く」
を含めた学びの接続についての整備が必要

これらの利点を活用しつつ・・・



 小中学校全体では 8.8% が要支援
 小学校全体では 10.4%が要支援
 小学１年生だけを見ると・・・

→ 学習面で要支援 9.1%
→ 行動面で要支援 5.6%

学習面での困難が１年生で最多であり、
行動面の困難を大きく上回るが・・・





小学校入学初期から「努力が成果に結びつかない学習」の
経験を積み重ねることで、無力感の学習につながるリスク



•

遊びや生活を通して
総合的に学ぶ教育課程

各教科等の学習内容を
系統的に学ぶ教育課程

文字学習移行期



単語を構成する音が分かり、
その音を操作する力

（例；しりとり等）

聞いたことを記憶する力

形や向きなどを見極める力
（例；「い」と「こ」など）

日常生活で使う言葉の意
味を理解する力



ひらがなの読み書き学習

漢字の読み書き学習

ひらがなの
流暢な読み

ひらがなの
特殊音節

短期記憶

音韻操作 視空間認知
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視空間認知



 普段使いの「手遊び」や「言葉遊び」を活用する
 小学校の前倒し教育ではなく、遊びを通じた学びの実践

 学びに関するアセスメントは教育の中で行う
 学習成果のアセスメントができれば、保育計画が立てやすい











支える力から

はぐくむ
ー保育プログラムの開発と実践ー



ひらがなの読み書き学習
短期記憶

単語を聞いて、いくつの音から
構成されているかを問う課題

ひらがなの文字－音の対応学習
を支える力

基本語彙

見本と同じ形を探す課題



絵本や日常生活において高頻度
で使用される単語の意味を問う

ひらがなの読み書き学習
音韻操作 視空間認知

あそぶ



Aさん



 クラス全体の学びの実態を把握し、

 育てたい力を、

 子どもたちと遊びながら育む

【後ほど実演します】



アセスメント結果は、

 その時点での子どもの学びの姿

 教育的な働きかけで変わりうるもの







【後ほど実演します】



いつもの効果的な働きかけで活動
できる子ども（クラスワイド）

クラスワイド＋補足的支援で活動
できる子

みんなで手あそびしよう！

ゆっくりやってみよう。
ヒントを出すね。

さっきの手あそび、こんなことしてたね。

一斉指示＋個別的で高頻度な働きかけが
必要な子



学びを

ふかめる
ー保育の質の向上ー



それ、もうわかる！
できるよ！

（自立心・自己への期待）

もっと難しい問題を
やりたい！（意欲）次は5文字の言葉で！

（文字への感覚・自己目標の設定）

今考えてるから、
待ってて！

（思考・言葉による伝え合い）

〇〇ちゃん、
一緒に考えよう！
（思考・協同・人との関わり）

僕が問題を
出したい！
（表現・自立心）

幼稚園教育要領に基づく学びを確認できた

【効果の詳細は、トークセッションにて】



１．繰り返し遊ぶことで、子どもたちの発する単語のバリエー
ションが増えていった。

２．理解して活動している子と、そうでない子を見極められる
ようになった。

３．アセスメントをしたことで、手遊び以外の活動の中でも、
何を配慮したらよいか分かるようになった。

４．育ちを促す遊びの工夫が分かるようになった

５．自分たちの保育が小学校にどのようにつながるのかを理解
できた。

【後ほど、協力園の先生方から直接コメントをいただきます】



学びのわくわくを

つなぐ
ー横の連携・縦の連携ー





担任
支援員

管理職

インクルーシブ支援員
（個別のあそびプログラム）

在籍学級

通級による指導

保護者

管理職

保育幼稚園課
子育て支援課
教育委員会 等

幼児教育施設

小学校

外部専門家

関係機関

家庭

保育SW



１．保育SWの活用によって、入学前から就学後の配慮に向け
た準備を進められた

２．Springの知識を得たことで、クラスで用いる言葉の長さや
話すスピードを工夫した。伝わりやすくなったと感じた。

３．つながりシートによって、実際に連携した園以外の子ども
達への指導についてもヒントが得られた。



springプログラムは・・・

話しことばから書きことばへの移行を円滑、且つ総
合的な学びの機会として機能させる

保育の知識とスキルの向上につながる

幼児教育と小学校教育でのが同じ題材・同じ方法で
取り組むことのできる学びのツールになる

•

•

•


